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国
保
加
入
者
が
他
の
健
康
保
険
に

移
っ
た
場
合
は
す
ぐ
届
出
を
、

　
国
民
健
康
保
険
か
ら
他
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
方
は
、
す
み
や
か
に

市
役
所
保
健
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
病
気
等
で
受
診
の
た
め
、
保
険

証
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
医
療

機
関
に
、
保
険
証
が
変
更
し
た
こ
と

を
届
出
て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
加

入
後
に
誤
っ
て
、
国
保
の
保
険
証
で

受
診
し
た
場
合
、
後
日
、
国
保
で
支

払
っ
た
七
割
分
を
返
納
し
て
い
た
だ

あ
な
た
も
定
期
検
診
を

　
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
成
人
病
と
呼
ば
れ
る
病
気

は
、
死
因
の
上
位
三
位
を
占
め
、
こ

れ
ら
三
疾
病
だ
け
で
も
全
死
亡
の
五

七
覆
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
、
年
間
十
三

万
人
余
り
を
数
え
、
し
か
も
社
会
的

に
も
家
庭
的
に
も
重
要
な
地
位
に
あ

る
中
高
年
齢
層
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
病
気
は
早
期
発
見
、
早

期
治
療
で
助
か
り
ま
す
。

　
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
安
心

し
た
生
活
を
。

き
ま
す
。
な
お
、
返
納
し
た
分
に
つ

い
て
は
、
社
会
保
険
が
支
払
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
保
険
証

が
交
付
さ
れ
て
か
ら
国
保
の
保
険
証

で
受
診
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
支
給

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
が
変
っ
た
場
合
は
、
家
族

の
方
に
も
、
そ
の
旨
徹
底
し
て
お
き
、

誤
っ
て
変
更
前
の
保
険
証
で
受
診
し

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
月
の
休
日
救
急
医

－
日

中
・
条

8
日
　
山
口

”
日
　
富
田

15

日
　
庭
野

22

日
　
大
島

29
日

㎜
お
願
い

病
院
（
北
原
）

曾
7
の
3
0
1
8
番
…

医
院
（
袋
町
中
二

曾
2
の
2
1
7
4
番
…

医
院
（
神
明
町
）
…

魯
2
の
3
2
6
9
番
…

医
院
葎
明
町
）
…

魯
2
の
2
7
1
1
番
…

医
院
（
川
原
町
｝
…

曾
2
の
2
9
5
7
番
…

…
急
医
を
輪
番
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

…
急
患
者
以
外
は
平
日
に
治
療
を
受
け
る
…

…
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
…

至
誠
堂
医
院
茜
浦
束
）
…

　
　
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
…

…
救
急
患
者
の
た
め
に
休
日
救
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
救
…
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　　　　　　圧を上げま
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　　　　　　圧は下がり
　　　　　　　ます。日ヰ
人は、1日平均15㌘の塩分をと

っているといわれますが、高血

圧の人は医師の指導を受けなカ

ら10㌘以下7～8㌘まで制限すζ

必要があります。
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　の月
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対
象
者
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地吉中
区田条
　、　　　　、

羨蘂 全
域

座大治十
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　新’川

全
域

参
集
区
域
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ご　　検
持　　査
参　　料
く　　1

だ　　5
さ　　0
い　　円
。　　を

おも個象3
い’人に歳
で該通実6
く当知施力
だ月がし月
さのなま児
い方くすを
0はて。対

っ　身
い　体
て　測
の　定
相　　’

談　保
o育
　に

査家内
（族容塵計は

3圃庭
で
無 血康
粍液鰻
　検口、

備
考

ぬかみそ漬け 4～5切 0．6～1．0

つ　くだ煮 20　Zう 1．4～3．0

梅　干　　し
中位のもの

1　個
0。3～0。4

し　ょ　う　ゆ 小さじ1杯
（5㌘） 1

ソ　　　ー　　　ス 小さじ1杯
（5㌘） 1

ラ　ー　メ　ン 1　杯 3．8

カレーライス 1　杯 4．0

塩分は少なめに

塩分1よ血

圧を上げま

す。塩分を

減らすと血

圧は下がり

ます。　日本

人は、1日平均15㌘の塩分をと

っているといわれますが、高血

圧の人は医師の指導を受けなが

ら10㌘以下7～8㌘まで制限する

必要があります。
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市
民
総
参
加
の
第
2
7
回
雪
ま
つ
り

は
、
去
る
二
月
十
四
、
十
五
の
両
日

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
最
近
の
不

況
に
加
え
、
異
常
豪
雪
に
見
舞
わ
れ

る
な
ど
、
悪
条
件
下
の
雪
ま
つ
り
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民
の
皆

様
の
あ
ふ
れ
る
熱
意
と
ご
努
力
に
よ

り
、
例
年
に
な
い
盛
り
あ
が
り
と
多

彩
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
吹
奏
楽
団
を
先
頭
に
行
進
す
る
雪

ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
の
一
行

　
　
　
　
　
　
2
／
1
4
P
M
1
時

特
に
、
巨
大
な
マ
ン

モ
ス
ス
テ
ー
ジ
「
華

麗
の
門
」
で
は
、
き

も
の
シ
ョ
ー
が
四
季
感
に
富
ん
だ
演

出
で
観
客
を
魅
了
し
、
五
十
余
点
の

雪
の
芸
術
・
学
童
作
品
、
ふ
る
さ
と

広
場
、
雪
ま
つ
り
ラ
ン
ド
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
、
協
賛
行
事
な
ど
市
民

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訪
れ
た
遠
来
の
方
々
に
、

こ
れ
ら
の
会
場
を
通
し
て
、
雪
国
の

情
緒
と
豪
雪
と
闘
う
十
日
町
市
民
の

心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

巨
大
な
マ
ン
モ
ス
・
ス
テ
ー
ジ
「
華
麗
の

門
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
雪
上
カ
ー
ニ

バ
ル
は
観
衆
を
魅
了
し
た
。

　
市
長
賞
一
席
と
な
っ
た

　
雪
の
芸
術
作
品
「
妻
有
の
農
家
」

成
人
式
は
五
月
九
日
を
予
定

　
こ
と
し
、
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た

新
成
人
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
で
は
、
例
年
新
成
人

を
対
象
に
成
人
式
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
と
し
は
、
五
月
九
日
（
日
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
該
当
者
は
、

昭
和
三
十
年
四
月
二
日
～
昭
和
三
十

一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
で
十
日

町
市
在
住
者
で
す
。
新
成
人
の
方
は
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
新
成
人
を
対
象
に
「
新

成
人
講
座
」
　
「
二
十
歳
の
記
録
原
稿

募
集
」
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
い
こ
と
は
、
十
日
町
市
公
民
館
（
魯

七
ー
五
〇
』
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
講
座
に
ご
参
加
を

　
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

「
消
費
生
活
講
座
」
を
つ
ぎ
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
消
費
者
協
会
十
日
町

支
部
会
員
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
三
月
十
二
日
（
金
）
午
後

　
一
時
半
～
三
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
（
市

民
会
館
）
四
階
講
堂

講
師
　
佐
藤
貞
三
氏
（
新
潟
日
赤

事
務
長
）

　
今
冬
の
異
常
豪
雪
で
な
だ
れ
等
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
春

先
は
、
特
に
全
層
な
だ
れ
（
地
面
ま

で
の
全
層
が
す
べ
り
落
ち
る
）
の
危

険
が
で
て
き
ま
し
た
。
危
険
な
場
所

が
あ
る
と
き
は
、
十
分
注
意
し
、
ま

た
必
要
に
よ
り
な
だ
れ
危
険
標
識
を

設
置
し
て
い
た
だ
き
、
雪
庇
の
排
除

や
う
回
路
の
確
保
な
ど
、
な
だ
れ
に

よ
る
事
故
防
止
を
は
か
る
と
共
に
特

に
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確

保
に
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
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例
年
、
冬
期
間
は
、
積

雪
や
凍
結
に
よ
る
道
路

条
件
の
悪
化
な
ど
で
、

ス
リ
ッ
プ
事
故
、
飲
酒

運
転
事
故
な
ど
重
大
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

及
び
市
交
通
安
全
協
会

で
は
、
冬
の
交
通
事
故

防
止
運
動
と
し
て
、
飲

酒
運
転
追
放
百
日
運
動

（
十
一
月
十
一
日
～
二

月
十
八
日
）
と
あ
わ
せ

て
交
通
事
故
の
根
絶
を

冬
期
集
落
保
安
要
員
と
し
て
活
躍
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

小宮山清一郎

　（慶地〉

　
小
宮
山
さ
ん
は
、
新
し
く
で
き
た

冬
期
集
落
保
安
要
員
を
引
き
受
け
、

今
冬
の
道
路
確
保
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。　

受
け
持
ち
区
間
は
、
上
貫
線
の
漉

野
－
慶
地
間
で
す
。
「
こ
こ
は
、
最
近
、

道
路
改
良
で
道
幅
も
広
く
な
っ
た
の

で
、
圧
雪
に
よ
る
道
つ
け
も
比
較
的

や
り
や
す
い
が
、
雪
崩
の
危
険
箇
所

が
多
い
た
め
、
安
全
の
確
保
が
大
き

を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
飲
酒
運
転
追
放
百
日
運
動

期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
月
十
八
日

ま
で
の
市
内
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
は
六
件
、
違
反
十
一
件
で
、
こ
の

ほ
か
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
し
た
も

の
は
三
十
件
と
依
然
と
し
て
多
発
し

て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
運
動
の
重
点

　
■
歩
行
者
の
事
故
防
止
。

　
■
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
の
防
止
。
（
チ

ェ
ー
ン
や
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
等
の
装
着

と
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転
の
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

な
仕
事
。
そ
れ
だ
け
に
責
任
の
重
大

さ
を
感
じ
ま
す
ー
。
」
（
小
宮
山
さ
ん

の
話
）
慶
地
部
落
は
、
出
稼
ぎ
等
で

留
守
世
帯
が
多
く
、
男
性
は
四
人
程

度
づ　

老
人
と
留
守
を
守
っ
て
い
る
主
婦

で
、
雪
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
保
安
要
員
は
、
生
活
保
護
世
帯
の

屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
急
患
の
搬
送
な

ど
仕
事
は
山
ほ
ど
あ
る
。
特
に
一
月

の
ド
力
雪
で
は
、
部
落
の
人
達
が
一

生
懸
命
に
協
力
し
て
く
れ
た
の
で
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
と
小
宮
山
さ
ん

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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■
車
間
距
離
を
十
分
に
、
ま
た
、

急
発
進
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
を
し
な
い
。

　
■
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。

　
■
踏
切
事
故
の
防
止

　
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に

　
十
日
町
警
察
署
か
ら
発
表
さ
れ
た

昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
の
酒
酔
い
運
転
違
反

者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
渡
辺
　
正
樹
（
卯
一
二
七
五
）

　
　
ま
ヨ
も
ノ

　
㍉
・
D
　
　
㍗
、
’

蕪
マ
、
…

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
＼

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

難
懸翻麟

す
。　

ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

鯛
馳
団
馨
腋
一
位
は
「
土
市
三
」
班

　
市
交
通
安
全
協
会
主
催
の
昭
和
五

十
年
度
（
四
十
九
年
十
二
月
～
五
十

年
十
一
月
）
の
交
通
無
事
故
コ
ン
タ

ー
ル
の
班
別
（
町
内
別
）
の
成
績
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
期
間
中
、
無
事
故
、
無
違
反
の

減
点
ゼ
ロ
班
が
二
百
二
十
一
班
の
う

ち
六
班
（
前
年
九
班
）
あ
り
ま
し
た
。

1月豪雪に見舞われながら、十日町市民のもつ
エネルギーを爆発させ、第27回雪まつりを成
功させた一。
●　町内総動員δ除雪する駅通り地域民｛1月29日夜）
●　駅通り商1占街振興組合［、、L寮奪の芸術作品「一量『像（ノ

　街」（2rl14日）

　
昭
和
五
十
一
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

す
で
に
十
二
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
町
内
ぐ
る
み
で
無
事
故
運
動

を
す
す
め
、
無
事
故
、
無
違
反
の
記
録

を
全
町
内
で
う
ち
た
て
ま
し
ょ
う
。

　
上
位
十
位
ま
で
の
班
（
町
内
）
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
一
位
土
市
三
（
班
長
上
村
修
二
）

二
位
高
田
町
一
丁
目
（
班
長
青
山
文

治
）
三
位
上
川
町
（
班
長
佐
藤
武
男
）

四
位
蕨
平
、
上
田
原
、
三
ツ
山
、
高

場
（
班
長
大
津
文
夫
）
五
位
本
町
六

丁
目
三
（
班
長
富
井
哲
三
）
六
位
稲

荷
町
西
（
班
長
高
橋
金
市
）
七
位
田
川

町
二
丁
目
（
班
長
羽
鳥
正
雄
）
八
位

上
新
田
三
（
班
長
角
山
安
司
）
九
位

本
町
二
r
目
（
班
長
長
谷
川
実
）
十

位
川
治
下
町
三
（
班
長
松
沢
重
和
）
。
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縣
潟
交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

交
通
事
故
ゼ
。
の
願
い
も
む
な
し
く
な

か
な
か
事
故
は
減
り
ま
せ
ん
。
恐
ろ
し

い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な
に
注
意
し

て
も
、
い
つ
ど
こ
で
あ
な
た
や
ご
家

族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
知

れ
ま
せ
ん
。
新
潟
県
交
通
災
害
共
済

制
度
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
、
一

日
一
円
の
安
い
掛
金
で
、
お
互
い
助

け
合
う
制
度
で
す
。
市
で
は
、
こ
の

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
い
ま
加
入
し
て
い
る
人

吾…

も
三
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が
終

わ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
継
続
の

た
め
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
．

　
会
員
の
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
年
齢

に
制
限
な
く
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

　
会
費
等

　
一
人
年
額
三
百
五
十
円
。
共
済
期

間
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
四
月
一

等級 災　　害　　の　　程　　度 金　　額

1等級 死亡した場合 700，000円

2等級
自賠責施行令別表の等級区分の1級各号に
掲げる傷害の場合 400，000円

3等級
治療を要した期間が6月をこえ、かつ、人院

30日以Lを含む実治療日数90日以Lのもの
130，000円

4等級
治療を要した期間が5月をこえ、かつ、人院

21日以Lを含む実治療II数75日以Lのもの
100，000円

5等級
治療を要した期間が4月をこえ、かつ、人院

1411以1二を含む実治療目数60H以Lのもの 80，000円

6等級
治療を要した期間が3月をこえ、かつ、人院

7日以Lを含む実治療目数45H以Lのもの 60，000円

7等級
治療を要した期間が2月をこえ、かっ、入院

通院の実治療H数3011以Lのもの
45，000円

8等級
治療を要した期間が1月をこえ、かつ、人院
通院の実’治療H数15日以Lのもの 30，000円

9等級 入院・通院の実治療日数7日以Lのもの 10，000円

日
以
後
に
中
途
加
入
し
た
人
は
、
会

費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
。

　
加
入
申
込
方
法
は

　
加
入
申
込
書
に
会
費
を
添
え
、
嘱

託
員
が
取
り
ま
と
め
る
町
内
は
嘱
託

員
へ
。
嘱
託
員
が
取
り
ま
と
め
を
し

な
い
町
内
は
、
直
接
市
役
所
環
境
課

か
市
農
協
（
各
支
所
）
、
市
内
各
銀
行

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他

　
万
一
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
（
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
以

後
の
事
故
に
よ
る
見
舞
金
は
最
高
七

十
万
円
「
現
行
五
十
万
円
」
に
引
き
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
）
。
な
お
、
無
免
許
、

飲
酒
運
転
、
そ
の
他
重
大
な
過
失
等

に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
は
、
見
舞
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

誠
A
罫
鰍
「
二
十
歳
の
記
録
」
原
稿
を
募
集

　
十
日
町
市
公
民
館
で
は
、
新
し
く

成
人
さ
れ
た
方
を
対
象
に
「
二
十
歳

の
記
録
」
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
新

成
人
者
（
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
～

三
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
多
数

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
　
自
分
の
体
験
や
考
え
を

も
と
に
つ
ぎ
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選

ん
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
①
わ
た
し

の
青
春
②
わ
た
し
の
仲
間
③
わ
た
し

の
職
業
④
働
き
な
が
ら
学
ぶ
⑤
親
か

ら
学
ん
だ
こ
と
⑥
わ
た
し
の
結
婚
観

⑦
初
め
て
選
挙
権
を
得
て
⑧
農
業
を

考
え
る
⑨
織
物
を
考
え
る
⑩
雪
害
を

考
え
る
⑪
わ
た
し
の
訴
え
た
い
こ
と

⑫
詩
「
二
十
歳
」
。

　
枚
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

前
後
、
タ
テ
書
き
、
一
人
二
篇
ま
で

　
締
め
切
り
　
三
月
三
十
一
日

　
宛
先
　
十
日
町
市
公
民
館
（
学
校

町
費
七
ー
五
〇
二
番
）
　
「
二
十
歳

の
記
録
」
係
。

　
そ
の
他
　
文
章
の
上
手
下
手
で
な

く
、
自
分
の
ほ
ん
と
う
の
声
を
正
直

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
原
稿

の
初
め
に
テ
ー
マ
、
氏
名
、
住
所
、

職
業
を
明
記
。
優
秀
作
品
五
篇
を
選

び
成
人
式
（
五
月
九
日
予
定
）
当
日

表
彰
す
る
ほ
か
、
原
稿
は
全
て
文
集

「
二
十
歳
の
記
録
」
に
お
さ
め
、
成

人
式
当
日
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

　
消
火
器
の
押
売
り
に
ご
注
意

　
最
近
、
悪
質
な
消
火
器
の
家
庭
訪

問
販
売
に
よ
る
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
売
り
込
み
の
手
口
は
、
「
あ
な
た
の

家
の
消
火
器
は
、
有
効
期
限
が
切
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
新
し
い
の
を
買
っ

て
く
だ
さ
い
」
。
「
こ
の
消
火
器
を
買

う
と
、
市
か
ら
補
助
金
が
出
ま
す
」

「
消
火
器
を
買
っ
て
代
金
を
払
っ
て

も
、
釣
銭
を
返
さ
な
い
」
等
言
葉
巧

み
に
話
し
か
け
て
押
売
り
す
る
も
の

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
消
火
器
は
、
信
用
あ
る
店
か
ら
の

購
入
を
す
す
め
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
歳
末
た
す
け
合
い

　
▽
十
日
町
小
四
年
二
組
有
志
…
：

千
円
　
▽
村
武
智
子
（
丸
山
町
）
・

…
八
千
六
百
二
十
二
円
　
▽
丸
山
工

務
所
職
員
一
同
…
…
六
万
二
千
四
百

五
十
二
円
　
▽
立
正
佼
成
会
十
日
町

支
部
…
…
四
万
四
百
十
円
　
▽
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
団
…
…
二
万
八

千
二
百
二
円

　
社
会
福
祉
事
業

　
▽
越
村
新
次
（
新
座
）
…
…
二
万
円

　
▽
東
北
電
力
労
働
組
合
青
年
部
…

…
三
万
五
千
九
百
二
十
三
円
　
▽
匿

名
…
…
五
百
円
　
▽
蕪
木
芳
松
（
神

明
町
）
…
…
二
千
円
　
▽
大
久
保
健

（
新
座
二
）
香
典
返
し
…
…
五
万
円
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例
年
、
冬
期
間
は
、
積

雪
や
凍
結
に
よ
る
道
路

条
件
の
悪
化
な
ど
で
、

ス
リ
ッ
プ
事
故
、
飲
酒

運
転
事
故
な
ど
重
大
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

及
び
市
交
通
安
全
協
会

で
は
、
冬
の
交
通
事
故

防
止
運
動
と
し
て
、
飲

酒
運
転
追
放
百
日
運
動

（
十
一
月
十
一
日
～
二

月
十
八
日
）
と
あ
わ
せ

て
交
通
事
故
の
根
絶
を

冬
期
集
落
保
安
要
員
と
し
て
活
躍
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

小宮山清一郎

　（慶地〉

　
小
宮
山
さ
ん
は
、
新
し
く
で
き
た

冬
期
集
落
保
安
要
員
を
引
き
受
け
、

今
冬
の
道
路
確
保
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。　

受
け
持
ち
区
間
は
、
上
貫
線
の
漉

野
－
慶
地
間
で
す
。
「
こ
こ
は
、
最
近
、

道
路
改
良
で
道
幅
も
広
く
な
っ
た
の

で
、
圧
雪
に
よ
る
道
つ
け
も
比
較
的

や
り
や
す
い
が
、
雪
崩
の
危
険
箇
所

が
多
い
た
め
、
安
全
の
確
保
が
大
き

を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
飲
酒
運
転
追
放
百
日
運
動

期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
月
十
八
日

ま
で
の
市
内
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
は
六
件
、
違
反
十
一
件
で
、
こ
の

ほ
か
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
し
た
も

の
は
三
十
件
と
依
然
と
し
て
多
発
し

て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
運
動
の
重
点

　
■
歩
行
者
の
事
故
防
止
。

　
■
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
の
防
止
。
（
チ

ェ
ー
ン
や
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
等
の
装
着

と
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転
の
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

な
仕
事
。
そ
れ
だ
け
に
責
任
の
重
大

さ
を
感
じ
ま
す
ー
。
」
（
小
宮
山
さ
ん

の
話
）
慶
地
部
落
は
、
出
稼
ぎ
等
で

留
守
世
帯
が
多
く
、
男
性
は
四
人
程

度
づ　

老
人
と
留
守
を
守
っ
て
い
る
主
婦

で
、
雪
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
保
安
要
員
は
、
生
活
保
護
世
帯
の

屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
急
患
の
搬
送
な

ど
仕
事
は
山
ほ
ど
あ
る
。
特
に
一
月

の
ド
力
雪
で
は
、
部
落
の
人
達
が
一

生
懸
命
に
協
力
し
て
く
れ
た
の
で
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
と
小
宮
山
さ
ん

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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行
）　

■
車
間
距
離
を
十
分
に
、
ま
た
、

急
発
進
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
を
し
な
い
。

　
■
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。

　
■
踏
切
事
故
の
防
止

　
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に

　
十
日
町
警
察
署
か
ら
発
表
さ
れ
た

昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
の
酒
酔
い
運
転
違
反

者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
渡
辺
　
正
樹
（
卯
一
二
七
五
）

　
　
ま
ヨ
も
ノ

　
㍉
・
D
　
　
㍗
、
’

蕪
マ
、
…

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
＼

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

難
懸翻麟

す
。　

ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

鯛
馳
団
馨
腋
一
位
は
「
土
市
三
」
班

　
市
交
通
安
全
協
会
主
催
の
昭
和
五

十
年
度
（
四
十
九
年
十
二
月
～
五
十

年
十
一
月
）
の
交
通
無
事
故
コ
ン
タ

ー
ル
の
班
別
（
町
内
別
）
の
成
績
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
期
間
中
、
無
事
故
、
無
違
反
の

減
点
ゼ
ロ
班
が
二
百
二
十
一
班
の
う

ち
六
班
（
前
年
九
班
）
あ
り
ま
し
た
。

1月豪雪に見舞われながら、十日町市民のもつ
エネルギーを爆発させ、第27回雪まつりを成
功させた一。
●　町内総動員δ除雪する駅通り地域民｛1月29日夜）
●　駅通り商1占街振興組合［、、L寮奪の芸術作品「一量『像（ノ

　街」（2rl14日）

　
昭
和
五
十
一
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

す
で
に
十
二
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
町
内
ぐ
る
み
で
無
事
故
運
動

を
す
す
め
、
無
事
故
、
無
違
反
の
記
録

を
全
町
内
で
う
ち
た
て
ま
し
ょ
う
。

　
上
位
十
位
ま
で
の
班
（
町
内
）
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
一
位
土
市
三
（
班
長
上
村
修
二
）

二
位
高
田
町
一
丁
目
（
班
長
青
山
文

治
）
三
位
上
川
町
（
班
長
佐
藤
武
男
）

四
位
蕨
平
、
上
田
原
、
三
ツ
山
、
高

場
（
班
長
大
津
文
夫
）
五
位
本
町
六

丁
目
三
（
班
長
富
井
哲
三
）
六
位
稲

荷
町
西
（
班
長
高
橋
金
市
）
七
位
田
川

町
二
丁
目
（
班
長
羽
鳥
正
雄
）
八
位

上
新
田
三
（
班
長
角
山
安
司
）
九
位

本
町
二
r
目
（
班
長
長
谷
川
実
）
十

位
川
治
下
町
三
（
班
長
松
沢
重
和
）
。

（3）”llml””1”1”1”1””lll““1””ll”1川』旨」『∬93δぢ釦75世所1”1”””Ill”””1”1””1”””1”1”1”1””””””Ill”ll””””II”1”IIIll””II””川”1”lll”II””III”1昭和51年2月25日””””1”1”””。1””1

縣
潟
交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

交
通
事
故
ゼ
。
の
願
い
も
む
な
し
く
な

か
な
か
事
故
は
減
り
ま
せ
ん
。
恐
ろ
し

い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な
に
注
意
し

て
も
、
い
つ
ど
こ
で
あ
な
た
や
ご
家

族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
知

れ
ま
せ
ん
。
新
潟
県
交
通
災
害
共
済

制
度
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
、
一

日
一
円
の
安
い
掛
金
で
、
お
互
い
助

け
合
う
制
度
で
す
。
市
で
は
、
こ
の

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
い
ま
加
入
し
て
い
る
人

吾…

も
三
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が
終

わ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
継
続
の

た
め
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
．

　
会
員
の
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
年
齢

に
制
限
な
く
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

　
会
費
等

　
一
人
年
額
三
百
五
十
円
。
共
済
期

間
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
四
月
一

等級 災　　害　　の　　程　　度 金　　額

1等級 死亡した場合 700，000円

2等級
自賠責施行令別表の等級区分の1級各号に
掲げる傷害の場合 400，000円

3等級
治療を要した期間が6月をこえ、かつ、人院

30日以Lを含む実治療日数90日以Lのもの
130，000円

4等級
治療を要した期間が5月をこえ、かつ、人院

21日以Lを含む実治療II数75日以Lのもの
100，000円

5等級
治療を要した期間が4月をこえ、かつ、人院

1411以1二を含む実治療目数60H以Lのもの 80，000円

6等級
治療を要した期間が3月をこえ、かつ、人院

7日以Lを含む実治療目数45H以Lのもの 60，000円

7等級
治療を要した期間が2月をこえ、かっ、入院

通院の実治療H数3011以Lのもの
45，000円

8等級
治療を要した期間が1月をこえ、かつ、人院
通院の実’治療H数15日以Lのもの 30，000円

9等級 入院・通院の実治療日数7日以Lのもの 10，000円

日
以
後
に
中
途
加
入
し
た
人
は
、
会

費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
。

　
加
入
申
込
方
法
は

　
加
入
申
込
書
に
会
費
を
添
え
、
嘱

託
員
が
取
り
ま
と
め
る
町
内
は
嘱
託

員
へ
。
嘱
託
員
が
取
り
ま
と
め
を
し

な
い
町
内
は
、
直
接
市
役
所
環
境
課

か
市
農
協
（
各
支
所
）
、
市
内
各
銀
行

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他

　
万
一
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
（
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
以

後
の
事
故
に
よ
る
見
舞
金
は
最
高
七

十
万
円
「
現
行
五
十
万
円
」
に
引
き
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
）
。
な
お
、
無
免
許
、

飲
酒
運
転
、
そ
の
他
重
大
な
過
失
等

に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
は
、
見
舞
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

誠
A
罫
鰍
「
二
十
歳
の
記
録
」
原
稿
を
募
集

　
十
日
町
市
公
民
館
で
は
、
新
し
く

成
人
さ
れ
た
方
を
対
象
に
「
二
十
歳

の
記
録
」
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
新

成
人
者
（
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
～

三
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
多
数

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
　
自
分
の
体
験
や
考
え
を

も
と
に
つ
ぎ
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選

ん
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
①
わ
た
し

の
青
春
②
わ
た
し
の
仲
間
③
わ
た
し

の
職
業
④
働
き
な
が
ら
学
ぶ
⑤
親
か

ら
学
ん
だ
こ
と
⑥
わ
た
し
の
結
婚
観

⑦
初
め
て
選
挙
権
を
得
て
⑧
農
業
を

考
え
る
⑨
織
物
を
考
え
る
⑩
雪
害
を

考
え
る
⑪
わ
た
し
の
訴
え
た
い
こ
と

⑫
詩
「
二
十
歳
」
。

　
枚
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

前
後
、
タ
テ
書
き
、
一
人
二
篇
ま
で

　
締
め
切
り
　
三
月
三
十
一
日

　
宛
先
　
十
日
町
市
公
民
館
（
学
校

町
費
七
ー
五
〇
二
番
）
　
「
二
十
歳

の
記
録
」
係
。

　
そ
の
他
　
文
章
の
上
手
下
手
で
な

く
、
自
分
の
ほ
ん
と
う
の
声
を
正
直

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
原
稿

の
初
め
に
テ
ー
マ
、
氏
名
、
住
所
、

職
業
を
明
記
。
優
秀
作
品
五
篇
を
選

び
成
人
式
（
五
月
九
日
予
定
）
当
日

表
彰
す
る
ほ
か
、
原
稿
は
全
て
文
集

「
二
十
歳
の
記
録
」
に
お
さ
め
、
成

人
式
当
日
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

　
消
火
器
の
押
売
り
に
ご
注
意

　
最
近
、
悪
質
な
消
火
器
の
家
庭
訪

問
販
売
に
よ
る
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
売
り
込
み
の
手
口
は
、
「
あ
な
た
の

家
の
消
火
器
は
、
有
効
期
限
が
切
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
新
し
い
の
を
買
っ

て
く
だ
さ
い
」
。
「
こ
の
消
火
器
を
買

う
と
、
市
か
ら
補
助
金
が
出
ま
す
」

「
消
火
器
を
買
っ
て
代
金
を
払
っ
て

も
、
釣
銭
を
返
さ
な
い
」
等
言
葉
巧

み
に
話
し
か
け
て
押
売
り
す
る
も
の

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
消
火
器
は
、
信
用
あ
る
店
か
ら
の

購
入
を
す
す
め
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
歳
末
た
す
け
合
い

　
▽
十
日
町
小
四
年
二
組
有
志
…
：

千
円
　
▽
村
武
智
子
（
丸
山
町
）
・

…
八
千
六
百
二
十
二
円
　
▽
丸
山
工

務
所
職
員
一
同
…
…
六
万
二
千
四
百

五
十
二
円
　
▽
立
正
佼
成
会
十
日
町

支
部
…
…
四
万
四
百
十
円
　
▽
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
団
…
…
二
万
八

千
二
百
二
円

　
社
会
福
祉
事
業

　
▽
越
村
新
次
（
新
座
）
…
…
二
万
円

　
▽
東
北
電
力
労
働
組
合
青
年
部
…

…
三
万
五
千
九
百
二
十
三
円
　
▽
匿

名
…
…
五
百
円
　
▽
蕪
木
芳
松
（
神

明
町
）
…
…
二
千
円
　
▽
大
久
保
健

（
新
座
二
）
香
典
返
し
…
…
五
万
円
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治
山
事
業
の
申
請
は
市
農
林
課
へ

　
毎
年
融
雪
期
に
は
い
る
と
、
山
林

の
崩
壊
や
急
勾
配
の
小
河
川
（
沢
）
が

氾
濫
す
る
な
ど
、
災
害
の
発
生
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
治

山
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
農
林

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

治
山
事
業
の
種
類
と
採
択
条
件

事業の種類 採　択　の　基　準 備　　考

緊急治山事業
国県道、迂回路のない市道、人家10戸以上、
農地10㌶等のいずれかに被害を与えている
場合。

山の崩壊や小河
川（沢）の氾濫に
よる森林内の被
災地を対象とす
る。

（ただし、土木事
務所で指定した
河川、砂防指定
地は除く）

復旧治山事業
人家10戸以h、主要公共施設、農業施設等
に被害が発生、または発生する恐れのある
場合（事業費600万円以上）

県単治山事業
人家2戸以L、農地2㌶以上に被害を与え
ている場合（事業費30～80万円）

なだれ防止林

造成事業
なだれの発生により、直接、公共施設や人家

に被害を与えている所（国県道の対象除く）

施設の設置は、

林内とする。

保安林改良事業
保安林に指定済みの森林で、指定目的の機
能を果していない森林に人工植栽する。（事
業費35万円以1二）

現に指定済みの
保安林とする。

土
砂
の
大
量
流
出
に
よ
る
二
次
災
害

の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
、
及
び
な
だ
れ

防
止
、
保
安
林
改
良
等
の
治
山
事
業

も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い

こ
と
は
、
市
役
所
農
林
課
（
魯
七
－

三
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
◎

　
採
択
条
件

　
■
事
業
費
は
全
額
国
、
県
費
と
し

地
元
負
担
な
し
■
事
業
施
行
の
た
め

の
用
地
費
、
立
木
の
伐
採
は
無
償
と

し
申
請
者
の
負
担
と
す
る
■
事
業
施

行
ヵ
所
は
事
業
完
了
後
保
安
林
ま
た

鍵
灘
繊
灘
霧
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
63

昭
和
五
十
一
年
一
月
三
状
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

十
一
日
現
在
の
十
日
町
執
％

市
．
川
西
町
衛
生
施
設
算
郵

組
合
の
財
政
事
情
を
公
予
臥

表
し
ま
す
　
　
　
度
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

十
日
町
市
川
西
町

衛
生
施
設
組
合

管
理
者

　
十
日
町
市
長

　
　
　
春
日
由
三

昭和50

は
保
安
施
設
地
区
に
指
定
。

　
事
業
の
申
請
時
期

　
緊
急
治
山
事
業
は
、
随
時
。
そ
の

他
は
実
施
前
年
の
六
月
末
日
ま
で
に

市
役
所
農
林
課
林
務
係
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
融
雪
期
の
防
災
体
制
に
万
全
を

　
　
今
冬
の
異
常
豪
雪
で
融
雪
、
地
す

　
べ
り
災
害
が
多
発
す
る
こ
と
が
予
想

　
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
■
地
す
べ
り
、
山
崩
れ
の
恐
れ
の

あ
る
地
域
や
融
雪
で
被
害
が
発
生
す

　
る
恐
れ
の
あ
る
農
地
、
農
業
用
施
設

は
、
状
況
を
監
視
し
、
水
防
態
勢
に

万
全
を
期
す
こ
と
。

要
丁
曼
》

三　二

万億
八　六

千千
円七
　十

（収入率55％・執行率63％）

　三四…
　万百億
　六五六
円千十千

　二．二一一

　万百億
　二八四
円千十千

予　算　額 収入済額 支　出　済

組合債の状況
ごみ焼却場 2億175万2千円

し尿処理場 2，383万5千円

火　　葬　　場 36万円

清　　掃　　車 331万7千円

計 2億2，926万4千円

一時借入　3，500万円

ご
み
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
出
す
と
き
は

■
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
ビ
ニ
ー
ル

　
袋
等
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
、
紙

　
袋
（
買
物
袋
等
）
は
使
わ
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。
紙
袋
は
、
収
集
の
と

　
き
底
が
抜
け
た
り
し
て
、
収
集
作

　
業
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

■
重
さ
は
、
十
キ
。
傍
以
内
に
し
て
く

　
だ
さ
い
（
重
す
ぎ
る
場
合
は
収
集

　
で
き
か
ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
ど
か
雪
の
た
め
、
立
看
板
が
大
部

　
こ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
の

　
と
こ
ろ
取
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
の

　
で
、
修
理
す
る
な
ど
し
て
、
大
切

　
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
祝
日
、
ふ
り
替
え
休
日
等
は
、
次

　
回
送
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
み

　
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

旧
焼
却
場
は
三
月
十
日

ま
で
休
業
し
ま
す

　
旧
焼
却
場
は
、
炉
内
損
傷
修
理
の

た
め
、
三
月
十
日
頃
ま
で
休
業
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
旧
焼
却

場
で
処
理
し
て
い
た
製
材
く
ず
、
家

こ
ぼ
し
材
等
大
き
な
ご
み
は
、
そ
の

間
、
焼
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
薄
板
等
で
燃
焼
時
間
の
短
か

い
も
の
は
五
十
諺
位
に
切
断
し
た
場

合
、
新
焼
却
場
で
処
理
で
き
ま
す
。

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
場
合
は
十
日

町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
（
魯

二
－
三
九
二
四
番
・
曾
七
－
一
七
五

一
番
）
へ
連
絡
の
う
え
、
そ
の
指
示

に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

聾
懸
羅
雛
灘
雛
韮

　
　
脳
　
諺
　
雛

二
月

お
と
し
よ
り
の
健
康
を
守
ろ
う

　
お
と
し
よ
り
は
、
健
康
を
そ
こ
な
う

こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
み
ん
な
で
お

　
　
　
　
　
　
　
と
し
よ
り
の
健
康

　
　
　
　
　
　
　
保
持
に
留
意
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
。
特
に
着

　
し
り
、
ぶ
く
れ
に
気
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
け
、
衣
類
の
健
康

　
ロ

　
o
　
　
　
昏
趣
的
な
工
夫
を
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
。
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事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」

五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
二
月
一
日

（
告
示
第
二
号
）

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
三

の
規
定
に
基
づ
く
「
十
日
町
市
財
政

　
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
昭
和

十
日
町
市
長
春
日
由
三

市債の状況
　陣1111円1

市税の内訳一般会計執行状況

試・
ご1彦書1、、31愛鯵・灘）6‘＝瀧

織

四
七
億
四
、
七
一
八
万
円

（購1？髭）
税　　目 税額 構成比 市民1人当り 1世帯当り

四
五
億
一
、
八
八
四
万
円

市町村民税 55，360高 48％ 11，025円 44，953円

残曇

聾
雰
円

固定資産税 42，968 37 8，557 34，891

八三
2二
盆億

七
万
円

軽自動車税 1，443 1 287 1，172

市町村たばこ消費税 7，415 7 1，477 6，021

電　気　税 3，784 3 754 3，073

木材引取税 3 一 1 2
都市計画税 4，051 4 807 3，290

当
初
予
算

十
二
月
末
予
算

収
入
済
額

支
出
済
額

特別土地保有税 47 一 9 38

計 115，071 100 22，917 93，440

歳
出
四
七
億
四
、
七
’
八
万
円

歳出性質別分析表
　　伸位ゐ円1

歳
入
　
四
七
億
四
、
七
一
八
万
円

昭和50年度一般会計予算
　の　也36，077　7％
憾喧△夕日へ　　gへ

そ　の他42，532　9％

県支出金　22，145　5％ 消　防　費　16，957　4％
三　収　入　24，647　5〃 公　1　　費　25803　5％

農林水産業爵25826　5％

投責的経費

31．7％

　普逸建設費
　13億9，281

　　経
人件費　　　常

10億9．538　　経市　　債51，28011％
衛生費32，4717％

国庫支出金78，76917％ 総務費52，22911％ ツ害復1日費

1催躍

29．4％

　　総額
　　23．0％

　　　鷺他費47憧4718胴　欧P9：1㌶

　　鞍勘費

費

地方交付税122，80026％

土木費77，ll416％

民生費85，62018％

o．21稿二寅41

％鷹畿
讐轟　そ醗
　　12％1．8％

　1粥％
　5．4％

　5傍8，543　56．3％
断装12・3％

岬腰9
維特梛彦費

轟臨，1撃霧6　　　市
4．6％

市　　税139，00029％
教育費”6，16625％

　霧
　頚188

“％

・7骸％

　市　　　　陣位　「｝曲

特別会計予算状況単制円 市有財産の状況
3億

会　計　名 予　算　額 土　　　地 14，777，391㎡

士　木

4億5，666

28％

国民健康保険 92，952

建　　　物 111，485㎡診　　療　　所 3，223

簡　易　水　道 7，792
基金、公社債 8，597万円

計 103，967

　
新
潟
県
美
術
展
作
品
募
集

　
第
三
十
一
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会

は
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
八
日

ま
で
県
下
六
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
展
は
六
月
十
九
日
か
ら
六

月
二
十
三
日
ま
で
市
民
体
育
館
で
開

か
れ
る
予
定
で
す
。
新
潟
日
報
事
業

歳出性質別分析表
　　　伸位ゐ円1

経＼
常

＼経蕾

投責的経費

鯉繍　　　　総額
　　　　　　　　　鷺他費
　　　47憧4，718胴　3うP9・237
　　　　　　　　　　．3％

費
7
0
％

復
引
2

害
”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞍勘費
　　　　　　　　　　　　　　　　　5傅夢8，543　　　56．3％ノ
　ヒ

幽　　　　　　　断装12・3％熱
、
、
｝
謎 i愚ノ

1
3
嶺

盆
盆
費

二
膚
備

稿
出
畢

2
％

市有財産の状況単位ノ∫円計

局
で
は
、
作
品
（
日
本
画
、
洋
画
、
版

画
、
彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
）

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
搬

入
は
、
五
月
十
五
、
十
六
の
両
日
。
く

わ
し
い
こ
と
は
、
新
潟
日
報
社
事
業

局
（
新
潟
市
東
中
通
り
一
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
社
会
教
育
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
告
示
第
一
号
）

　
　
欝
鎌
鞭
難
簸
灘
簿
地
方
自
治
法
第
二
百
四
＋
三
条
の
三
の
規
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
に
基
づ
く
「
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
…

…
合
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
…

　
り
昭
和
五
十
年
予
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
　
…

…
ま
す
。

　
　
和
和
五
卜
一
年
二
目
一
日
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
　
春
　
日
　
由
　
三

況
輔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単

テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況

野
　
　
　
　
　
鰍

算
現
　
　
　
　
　
　
　
　
債

予
旧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

別
那
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

計
1
2

会
咋
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
別
負
担
金
状
況

　
　
　

度
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

年
昭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
％

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
　
2
3
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ル
　
ロ

和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
億
乞
　
4
9

召
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
ー

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

…般会計 36，477 26，262 72．0％ 25，767
70．6％

総，合福祉セン外

特別会計 1，113 1，184 106．4 601 54．0

と畜場事業

特別会計
1，382 1，180 85．4 684 58．0

計 38，972 28，626 74．0 27，052 69．4

目的（事業名） 金額

総合福祉ヒン外

建設事業
4，300

と　畜場
整備事業

3，680

消防施設
整備事業

13，280

計 21，260

特別

組合財産の状況

4，242㎡建物

110万円

施設所在
市町村よ
り借地

基金
公社債

土地

中里村

3，798

　　　万円

」0，8％

耀輝
／川西町
6，236万円

＼17．7％
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治
山
事
業
の
申
請
は
市
農
林
課
へ

　
毎
年
融
雪
期
に
は
い
る
と
、
山
林

の
崩
壊
や
急
勾
配
の
小
河
川
（
沢
）
が

氾
濫
す
る
な
ど
、
災
害
の
発
生
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
治

山
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
農
林

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

治
山
事
業
の
種
類
と
採
択
条
件

事業の種類 採　択　の　基　準 備　　考

緊急治山事業
国県道、迂回路のない市道、人家10戸以上、
農地10㌶等のいずれかに被害を与えている
場合。

山の崩壊や小河
川（沢）の氾濫に
よる森林内の被
災地を対象とす
る。

（ただし、土木事
務所で指定した
河川、砂防指定
地は除く）

復旧治山事業
人家10戸以h、主要公共施設、農業施設等
に被害が発生、または発生する恐れのある
場合（事業費600万円以上）

県単治山事業
人家2戸以L、農地2㌶以上に被害を与え
ている場合（事業費30～80万円）

なだれ防止林

造成事業
なだれの発生により、直接、公共施設や人家

に被害を与えている所（国県道の対象除く）

施設の設置は、

林内とする。

保安林改良事業
保安林に指定済みの森林で、指定目的の機
能を果していない森林に人工植栽する。（事
業費35万円以1二）

現に指定済みの
保安林とする。

土
砂
の
大
量
流
出
に
よ
る
二
次
災
害

の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
、
及
び
な
だ
れ

防
止
、
保
安
林
改
良
等
の
治
山
事
業

も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い

こ
と
は
、
市
役
所
農
林
課
（
魯
七
－

三
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
◎

　
採
択
条
件

　
■
事
業
費
は
全
額
国
、
県
費
と
し

地
元
負
担
な
し
■
事
業
施
行
の
た
め

の
用
地
費
、
立
木
の
伐
採
は
無
償
と

し
申
請
者
の
負
担
と
す
る
■
事
業
施

行
ヵ
所
は
事
業
完
了
後
保
安
林
ま
た

鍵
灘
繊
灘
霧
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
63

昭
和
五
十
一
年
一
月
三
状
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

十
一
日
現
在
の
十
日
町
執
％

市
．
川
西
町
衛
生
施
設
算
郵

組
合
の
財
政
事
情
を
公
予
臥

表
し
ま
す
　
　
　
度
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

十
日
町
市
川
西
町

衛
生
施
設
組
合

管
理
者

　
十
日
町
市
長

　
　
　
春
日
由
三

昭和50

は
保
安
施
設
地
区
に
指
定
。

　
事
業
の
申
請
時
期

　
緊
急
治
山
事
業
は
、
随
時
。
そ
の

他
は
実
施
前
年
の
六
月
末
日
ま
で
に

市
役
所
農
林
課
林
務
係
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
融
雪
期
の
防
災
体
制
に
万
全
を

　
　
今
冬
の
異
常
豪
雪
で
融
雪
、
地
す

　
べ
り
災
害
が
多
発
す
る
こ
と
が
予
想

　
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
■
地
す
べ
り
、
山
崩
れ
の
恐
れ
の

あ
る
地
域
や
融
雪
で
被
害
が
発
生
す

　
る
恐
れ
の
あ
る
農
地
、
農
業
用
施
設

は
、
状
況
を
監
視
し
、
水
防
態
勢
に

万
全
を
期
す
こ
と
。

要
丁
曼
》

三　二

万億
八　六

千千
円七
　十

（収入率55％・執行率63％）

　三四…
　万百億
　六五六
円千十千

　二．二一一

　万百億
　二八四
円千十千

予　算　額 収入済額 支　出　済

組合債の状況
ごみ焼却場 2億175万2千円

し尿処理場 2，383万5千円

火　　葬　　場 36万円

清　　掃　　車 331万7千円

計 2億2，926万4千円

一時借入　3，500万円

ご
み
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
出
す
と
き
は

■
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
ビ
ニ
ー
ル

　
袋
等
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
、
紙

　
袋
（
買
物
袋
等
）
は
使
わ
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。
紙
袋
は
、
収
集
の
と

　
き
底
が
抜
け
た
り
し
て
、
収
集
作

　
業
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

■
重
さ
は
、
十
キ
。
傍
以
内
に
し
て
く

　
だ
さ
い
（
重
す
ぎ
る
場
合
は
収
集

　
で
き
か
ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
ど
か
雪
の
た
め
、
立
看
板
が
大
部

　
こ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
の

　
と
こ
ろ
取
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
の

　
で
、
修
理
す
る
な
ど
し
て
、
大
切

　
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
祝
日
、
ふ
り
替
え
休
日
等
は
、
次

　
回
送
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
み

　
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

旧
焼
却
場
は
三
月
十
日

ま
で
休
業
し
ま
す

　
旧
焼
却
場
は
、
炉
内
損
傷
修
理
の

た
め
、
三
月
十
日
頃
ま
で
休
業
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
旧
焼
却

場
で
処
理
し
て
い
た
製
材
く
ず
、
家

こ
ぼ
し
材
等
大
き
な
ご
み
は
、
そ
の

間
、
焼
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
薄
板
等
で
燃
焼
時
間
の
短
か

い
も
の
は
五
十
諺
位
に
切
断
し
た
場

合
、
新
焼
却
場
で
処
理
で
き
ま
す
。

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
場
合
は
十
日

町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
（
魯

二
－
三
九
二
四
番
・
曾
七
－
一
七
五

一
番
）
へ
連
絡
の
う
え
、
そ
の
指
示

に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

聾
懸
羅
雛
灘
雛
韮

　
　
脳
　
諺
　
雛

二
月

お
と
し
よ
り
の
健
康
を
守
ろ
う

　
お
と
し
よ
り
は
、
健
康
を
そ
こ
な
う

こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
み
ん
な
で
お

　
　
　
　
　
　
　
と
し
よ
り
の
健
康

　
　
　
　
　
　
　
保
持
に
留
意
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
。
特
に
着

　
し
り
、
ぶ
く
れ
に
気
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
け
、
衣
類
の
健
康

　
ロ

　
o
　
　
　
昏
趣
的
な
工
夫
を
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
。
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事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」

五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
二
月
一
日

（
告
示
第
二
号
）

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
三

の
規
定
に
基
づ
く
「
十
日
町
市
財
政

　
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
昭
和

十
日
町
市
長
春
日
由
三

市債の状況
　陣1111円1

市税の内訳一般会計執行状況

試・
ご1彦書1、、31愛鯵・灘）6‘＝瀧

織

四
七
億
四
、
七
一
八
万
円

（購1？髭）
税　　目 税額 構成比 市民1人当り 1世帯当り

四
五
億
一
、
八
八
四
万
円

市町村民税 55，360高 48％ 11，025円 44，953円

残曇

聾
雰
円

固定資産税 42，968 37 8，557 34，891

八三
2二
盆億

七
万
円

軽自動車税 1，443 1 287 1，172

市町村たばこ消費税 7，415 7 1，477 6，021

電　気　税 3，784 3 754 3，073

木材引取税 3 一 1 2
都市計画税 4，051 4 807 3，290

当
初
予
算

十
二
月
末
予
算

収
入
済
額

支
出
済
額

特別土地保有税 47 一 9 38

計 115，071 100 22，917 93，440

歳
出
四
七
億
四
、
七
’
八
万
円

歳出性質別分析表
　　伸位ゐ円1

歳
入
　
四
七
億
四
、
七
一
八
万
円

昭和50年度一般会計予算
　の　也36，077　7％
憾喧△夕日へ　　gへ

そ　の他42，532　9％

県支出金　22，145　5％ 消　防　費　16，957　4％
三　収　入　24，647　5〃 公　1　　費　25803　5％

農林水産業爵25826　5％

投責的経費

31．7％

　普逸建設費
　13億9，281

　　経
人件費　　　常

10億9．538　　経市　　債51，28011％
衛生費32，4717％

国庫支出金78，76917％ 総務費52，22911％ ツ害復1日費

1催躍

29．4％

　　総額
　　23．0％

　　　鷺他費47憧4718胴　欧P9：1㌶

　　鞍勘費

費

地方交付税122，80026％

土木費77，ll416％

民生費85，62018％

o．21稿二寅41

％鷹畿
讐轟　そ醗
　　12％1．8％

　1粥％
　5．4％

　5傍8，543　56．3％
断装12・3％

岬腰9
維特梛彦費

轟臨，1撃霧6　　　市
4．6％

市　　税139，00029％
教育費”6，16625％

　霧
　頚188

“％

・7骸％

　市　　　　陣位　「｝曲

特別会計予算状況単制円 市有財産の状況
3億

会　計　名 予　算　額 土　　　地 14，777，391㎡

士　木

4億5，666

28％

国民健康保険 92，952

建　　　物 111，485㎡診　　療　　所 3，223

簡　易　水　道 7，792
基金、公社債 8，597万円

計 103，967

　
新
潟
県
美
術
展
作
品
募
集

　
第
三
十
一
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会

は
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
八
日

ま
で
県
下
六
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
展
は
六
月
十
九
日
か
ら
六

月
二
十
三
日
ま
で
市
民
体
育
館
で
開

か
れ
る
予
定
で
す
。
新
潟
日
報
事
業

歳出性質別分析表
　　　伸位ゐ円1

経＼
常

＼経蕾

投責的経費

鯉繍　　　　総額
　　　　　　　　　鷺他費
　　　47憧4，718胴　3うP9・237
　　　　　　　　　　．3％

費
7
0
％

復
引
2

害
”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞍勘費
　　　　　　　　　　　　　　　　　5傅夢8，543　　　56．3％ノ
　ヒ

幽　　　　　　　断装12・3％熱
、
、
｝
謎 i愚ノ

1
3
嶺

盆
盆
費

二
膚
備

稿
出
畢

2
％

市有財産の状況単位ノ∫円計

局
で
は
、
作
品
（
日
本
画
、
洋
画
、
版

画
、
彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
）

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
搬

入
は
、
五
月
十
五
、
十
六
の
両
日
。
く

わ
し
い
こ
と
は
、
新
潟
日
報
社
事
業

局
（
新
潟
市
東
中
通
り
一
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
社
会
教
育
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
告
示
第
一
号
）

　
　
欝
鎌
鞭
難
簸
灘
簿
地
方
自
治
法
第
二
百
四
＋
三
条
の
三
の
規
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
に
基
づ
く
「
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
…

…
合
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
…

　
り
昭
和
五
十
年
予
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
　
…

…
ま
す
。

　
　
和
和
五
卜
一
年
二
目
一
日
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
　
春
　
日
　
由
　
三

況
輔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単

テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況

野
　
　
　
　
　
鰍

算
現
　
　
　
　
　
　
　
　
債

予
旧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

別
那
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

計
1
2

会
咋
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
別
負
担
金
状
況

　
　
　

度
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

年
昭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
％

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
　
2
3
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ル
　
ロ

和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
億
乞
　
4
9

召
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
ー

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

…般会計 36，477 26，262 72．0％ 25，767
70．6％

総，合福祉セン外

特別会計 1，113 1，184 106．4 601 54．0

と畜場事業

特別会計
1，382 1，180 85．4 684 58．0

計 38，972 28，626 74．0 27，052 69．4

目的（事業名） 金額

総合福祉ヒン外

建設事業
4，300

と　畜場
整備事業

3，680

消防施設
整備事業

13，280

計 21，260

特別

組合財産の状況

4，242㎡建物

110万円

施設所在
市町村よ
り借地

基金
公社債

土地

中里村

3，798

　　　万円

」0，8％

耀輝
／川西町
6，236万円

＼17．7％
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青
年
海
外
派
遣
等
団
員
を
募
集

　
総
理
府
で
は
、
海
外
の
視
察
研
修

の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
団
員
候
補

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
三
月
四
日
ま
で
に
市
社
会
福

祉
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

青
年
の
船
…
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
岸

都
市
。
期
日
六
月
中
旬
～
八
月
上
旬
。

対
象
年
齢
二
十
歳
以
上
二
十
六
歳
未

満
の
方
（
四
月
一
日
現
在
）
。

　
青
年
海
外
派
遣
…
長
期
派
遣
は
、

北
欧
・
中
欧
・
ア
フ
リ
カ
・
中
近
東

・
オ
セ
ニ
ア
・
北
米
・
中
南
米
の
七

班
編
成
。
期
日
九
月
下
旬
～
十
月
中

旬
。
短
期
派
遣
は
欧
州
、
中
近
東
、

ア
ジ
ア
一
・
二
班
、
北
米
、
中
南
米

の
六
班
編
成
で
九
月
下
旬
～
十
月
上

　
3
月
の
休
日
救
急
医

…
7
日
十
日
町
病
院
、
爵
町
．
歯
■

　
　
　
　
　
　
曾
7
の
5
5
6
6
番
…

14

日
　
池
田

20

日
　
山
ロ

21

日
　
富
田

28

日
　
庭
野

…
お
願
い
ξ
救
急
患
者
の
た
め
に
休
日
救
㎜

…
急
医
を
輸
番
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

…
急
患
者
以
外
は
平
日
に
治
療
を
受
け
る
…

…
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
…

施者曾　 魯　 魯　 曾

しの2医2医2医2医
てたの　 の　 の　 の

いめ2院3院2院2院
まに7葎2葎1褒5零
す休1明6明7町8町o日1町9町4中1酉
救救番）番）番）番一

旬
の
約
二
週
間
派
遣
す
る
，
　
（
年
齢

は
い
ず
れ
も
二
十
歳
～
二
十
六
歳
未

満
）

　
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
…
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
等
の
東
南
ア
ジ
ア
。
期
日
は
九

月
下
旬
～
十
一
月
下
旬
。
対
象
は
十

八
歳
以
上
三
十
歳
以
下
の
独
身
の
方
。

停
電
の
お
し
ら
せ

　
▽
三
月
五
日
…
中
条
旭
町
、
上
町

一
部
、
中
町
、
背
尺
下
町
、
島
、

峠
、
梅
沢
午
前
九
時
半
～
午
後
零
時

半
▽
三
月
八
日
…
新
座
三
の
一
部
、

五
軒
新
田
、
新
座
四
、
八
幡
一
部
▽

三
月
二
十
五
日
…
稲
葉
▽
三
月
二
十

六
日
…
駅
通
り
、
泉
町
一
部
、
七
軒

町
、
西
寺
町
、
昭
和
町
二
・
三
・
四

一
部
、
加
賀
糸
屋
町
、
関
口
樋
口
町
、

西
浦
西
・
東
、
本
町
三
・
四
各
一
部
、

若
宮
町
一
部
、
田
中
東
．
西
各
一
部

午
前
九
時
～
午
後
一
時
▽
三
月
三
十

日
…
土
市
第
一
・
二
の
一
部
・
三
・

四
、
新
宮
第
一
・
二
、
細
尾
、
天
池
、

池
之
尻
、
漆
島
。
三
月
八
日
、
三
日

二
十
五
日
、
三
月
三
十
日
は
い
ず
れ

も
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
。

成人病予防と

治療はノ｛ラン

スのとれた食

o
事から

各
種
検
診
、
相
談
に
は
、
母
子
健
康

手
帳
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
4
月
か
ら
4
ヵ
月
検
診
を
毎
月
実

　
施
す
る
予
定
で
す
。

1　　群 2　　群 3　　群 4　　群 5　　群 6　　群
成人

治療

スの

事か

緑黄色野菜

ヵロチン（ビタミン

A）やミ才、ラル多い

その他の野菜
果物

ビタミンCや
ミネラル多い

肉。魚・卵・
豆・大豆製品
たん白質多い

穀類・いも類
砂糖

糖質多い

乳　類

たん白質やミ
ネラル多い

油　類

脂質多い

　曳＼＼層’
P～．襲

でぐ’卵

　　ヌ1『1画

　　）

　 鴫」㌧

醜
瞭響
直慶 郵

　f
嚇・一

検　　3

　　歳
診　　児

検　　先

　　股
診　　脱

児　　び　実　離

相　に　習　乳

談　育　並　食

健新婚
霜婚

談者前

事
業
名

（　18木
＿
　
日

（　15月
＿
　
日

（23火
＿
日

釜26
＿日

（24水
＿
日

（22月
＿
　
日

（　9火
＿
日

（　4木
＿
日

期
日

2　　1午
　～
時　　時後

21午
　～

時時後

109午時～時

半半前

2　　　1　午
　　～　時
時　　　半　後

11午
時～

半時後

時受

間付

公　　十
民　　日
館　　町

保　　十
健　　日
所　　町

公十
民日
館町

公中
民
館 条

出下
張
所
条

出水
張
所
沢

出吉
張
所 田

保十
健日
所『町

会
場

者　生　47
　　ま　年

　れ　9
　の　月

者　生　50
　　ま　年
　　れ　11
　の　月

ま日日50
れま～年

たで97
者に月月

生301

者　月　生
　　ま　後
　　で　　12
　　の　　カ

希
望
者

対
象
者

全
域

座大治十
地井’日

区田六町
　’箇’
　新’川

地吉中
区田条
　、　　　、

羨蘂

座大治十
地井’日
区田六町
　’箇’
　新’川

中
条
地
区

下
条
地
区

水
沢
地
区

吉
田
地
区

全
域

参
集
区
域

さ方くす象3
いはて。に歳
Q’も個実6
　お’人施力
　い該通し月
　で当知て児
　く月がいを
　だのなま対

ご　検
持　査
参　料
く　百
だ　五
さ　十
い　円

o　を

食　身
の　体
実　測

翼覆
し　　・

ま　離す
。
　
乳

査家内

垂鞭

奥庭
で
無
血康

懸鰻
　検口、

備
考

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
豊

　
　
夢畿

　
　
お

　
　
盈

3擁25
　　□5号□
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春
季
火
災
予
防
運
動
を
展
開

　
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
全
国
一

斉
に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
十
日
町
地
域
消
防
署
で
は
、

期
間
中
、
消
防
職
員
及
び
消
防
団
員

が
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
事
業
所
へ
火

の
元
検
査
に
伺
い
ま
す
。
春
先
き
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
ま
た
季
節

風
等
に
よ
り
、
大
火
に
な
り
や
す
い

の
で
火
の
元
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
o山

火
事
に
ご
注
意

　
春
先
き
は
、
山
菜
取
り
や
山
遊
び

山
火
事
防
止

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
め
よ
う

等
で
山
に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
山
で
た
き
火
を
す
る
場
合
等
は

山
火
事
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
■
山
な
ど
で
た
き
火
を
す
る
と
き

は
、
枯
草
な
ど
に
燃
え
う
つ
ら
な
い

よ
う
に
周
囲
の
状
況
を
確
か
め
、
た

き
火
の
あ
と
始
末
を
完
全
に
す
る
。

（
風
が
強
く
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火

災
警
報
の
発
令
さ
れ
て
い
る
と
き
は

た
き
火
は
絶
対
し
な
い
）

池
田
助
役
を
再
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
本
市
助
役

池田助役

　
市
議
会
は
、
去
る
三
月
九
日
の
定

例
会
初
日
に
上
程
さ
れ
た
助
役
の
選

慕イ

∂
ー
∬
　
り

逝

虞
櫃

砧
泌
》
（
”
　
。

稀淵欄

に
池
田
作
三
氏
（
五
十
三
歳
）
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
池
田
助
役
略
歴

　
十
日
町
立
青
年
学
校
本
科
卒
、
教

委
庶
務
課
長
、
財
政
課
長
、
市
長
公

室
長
を
経
て
昭
和
四
十
七
年
四
月
一

日
か
ら
十
日
町
市
助
役
。

　
■
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
し

な
い
。
（
た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す

こ
と
）
■
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
と

る
こ
と
。

公
庫
融
資
制
度
の
ご
案
内

は
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
公
庫
融
資

制
度
等
に
つ
い
て
、
効
果
的
に
ご
案

内
す
る
た
め
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

施
設
を
新
設
し
ま
し
た
。
電
話
番
号

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

魯
（
〇
二
七
二
）
三
二
i
O
九
二
二
番

曾
（
〇
二
七
二
）
三
二
1
0
九
二
三
番

魯
（
〇
二
七
二
）
三
二
i
O
九
二
四
番

　
　
（
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所
）

　毎年雪消え時期になUますと。こども、特

に幼児の水死事故が多く発生しています。

そこで、つぎのことに注意して、こどもの水

死事故防止にご協力ください。

■こどもの水死事故を防止するためには、

　監護を徹底する以外に決定的な方法はあ

　りません。

　　幼児から目を離さないようにしてくだ

　さい。

■家庭の周辺には池、沼、流雪溝など危険

　な場所がたくさんあります。危険カ所は

　随時点検して、さくや、、3・たをつけるなど

　防護措置をしてください。

■危険カ所で遊んでいるこどもさんを見か

　けたら、他人のこどもであつても、一声

　注意し、みんなで協力しあつて水死事故

を防ぎましょう。

　
㌧
こ
と
‘

こ
ど
も
で
も
一
言
注
意
を


